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「喫煙室内を除く駅構内禁煙化」及び「駅構内・列車内のゴミ箱設置見直し」の実施について 

 

 

 ＪＲ北海道では、これまで、列車内の禁煙化や札幌圏（Kitacaエリア）の全駅禁煙化など、

望まない受動喫煙の防止を図る目的から積極的に分煙に取り組んできました。 

 2020年４月より健康増進法の一部を改正する法律が全面施行となることから、３月14日より、

弊社管内の駅においては、一部駅の喫煙室内を除き、駅構内を禁煙といたします。 

 また、防犯や防火(吸殻の投棄防止)、家庭ゴミ持ち込み防止等の観点から、駅構内及び列車

内のゴミ箱設置見直しに取り組みます。 

 

 

１．喫煙室内を除く駅構内禁煙化 

（１）実施日   2020年３月14日（土） 

（２）実施エリア ＪＲ北海道管内全駅 

（３）実施内容 

○ 喫煙室内を除き駅構内は禁煙といたします。 

・ホームや駅舎横等に現在設置している当社管理の灰皿は撤去します。 

・通常の紙巻きタバコとあわせて、電気加熱式タバコ、電子タバコにつきましても、周囲のお

客様の快適性を損なう恐れがあること、喫煙していると誤解を招きかねず、お客様同士のト

ラブルにつながる恐れがあることなどから規制対象とします。 

 

  （図表）喫煙ができる場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．駅構内のゴミ箱設置見直し 

 

（１）実施日   2020年３月14日（土）から順次実施 

（２）実施エリア ＪＲ北海道管内全駅  

（３）実施内容  各駅に設置しているゴミ箱について、次のとおり見直しを行います。 

① 有人駅 

改札外の区画にあるゴミ箱は改札内に集約いたします。 

  ② 無人駅 

    無人駅のゴミ箱の設置を終了いたします。 

 

 

３．列車内のゴミ箱設置見直し 

 

（１）実施日   2020年３月14日（土）から順次実施 

（２）実施列車  道央圏の電車列車（普通列車及び快速列車） 

（３）実施内容  １車両に１個のゴミ箱に集約いたします。 


